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研究成果の概要（和文）：本研究では、幸福概念を思想史的・文化史的な重層性をふまえて考え直すことによって、幸
福概念が、第一に、個人の主観的な幸福感には限定されない社会性・集団性を有した倫理的地平において考察されるべ
きものであることと、第二に、その幸福は、個人の次元を超えた社会的時間性や、ひいては形而上学的な世界の時間性
にまで及ぶような多層的な時間論のなかで考えられるべき余地があることが明らかになった。以上の成果は、近年の社
会心理学的な幸福論を補完し修正しうる意味を有していると思われる。

研究成果の概要（英文）：By rethinking the concept of happiness on its historical-cultural multiplicity, 
our research shows two ideas. First, this concept should be thought on the ethical dimension that could 
not be limited within the personal subjective happiness. Second, this concept can be thought in the wide 
time-scale that would extend from the social dimension to the metaphysical one. These ideas can revise 
the researches on happiness in social psychology.
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１．研究開始当初の背景 
 昨今、幸福度をめぐる社会調査が国内外で
大きな注目を集めているが、現代においては、
幸福それ自体の内実が多様化し、その一義的
な把握が困難な現状にある。幸福とは、今こ
の時点における快・願望の充足にとどまらず、
過去をどのように過ごし、将来どのような生
を送るかという時間的側面を抜きには考え
ることができないものであろう。だが、家や
共同体のあり方が変化したことで、旧来の幸
福概念を支えてきた過去から未来への時間
の連続性への信頼も失われ、幸福のかたちも
また変容せざるをえない状況にある。こうし
た背景から、現在における快や富の充足のみ
を幸福の内実とみなしがちな、昨今の狭隘な
幸福概念の内実そのものを問い直す必要が
生じていると考えられた。 
 
２．研究の目的 
 １の研究開始当初の背景にもとづき、近代
以降における社会の変動と、それに伴う人間
の時間性の根本的な変容を背景とし、現在と
いう指標に集中する幸福概念を問い直すこ
とが必要と感じられた。思想史的伝統を振り
返るならば、人が何をもって幸福とするかは、
文化圏ごとに大きく異なってきたが、現代に
おいて、そうした多様性は失われつつある。
そこで本研究では、近代以降における複数の
文化圏を横断する思想史研究を通じ、幸福概
念の文化的多様性を明らかにし、そこから明
らかになる、幸福を成立せしめる多様な時間
性の理解を手がかりとして、幸福概念を人間
や社会の根源的な時間性から改めて思索す
ることで、その歴史的重層性を明らかにする
ことを目指した。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究は、社会と個人の関係が大きく変
容した近代以降における日本・中国・ヨーロ
ッパの三つの文化圏の近現代における思想
史に探求の手がかりを求め、以下の三つの主
題に着目し、それをグループに編成して研究
を行った。 
 
(2)幸福と時間の存立機制をめぐる思想史的
研究： 前述のように、私たちが感じる幸福
は、長期的な時間のなかで捉えることが重要
である。いくつかの思想史的伝統には、心理
学と経済学を枠組みとする数量化された現
代の幸福概念を問い直し、概念の拡充を可能
とする様々な契機が胚胎している。そこで、
幸福と時間性の関係を原理的に考察した思
想史的伝統（特に 18 世紀イギリスにおける
道徳哲学と、近代中国における観相学）に着
目し、幸福が時間とどう関係し、幸福が時間
においてどう成立すると考えられてきたの
かを明らかにすることにした。 
 
(3)幸福と共同体の関係をめぐる政治思想
史・倫理思想史的研究： 幸福の所在を、個

人的生から社会的生に至る人間の生の多層
性において把握する必要から、幸福をめぐる
倫理思想史・政治思想史的な研究を行い（特
に西欧政治思想史と近代日本倫理思想史に
おける幸福論）、個人の生にとどまらない共
同的生における時間の重層性から幸福を把
握しようと試みた。 
 
(4)不幸な生と時間の関係をめぐる宗教思想
研究： 幸福な生を問うならば、幸福ならざ
る生について、人がどのように考えてきたか
は看過できない。なぜ世界に不幸があるのか
という問いは、西欧では神義論として展開し
ていく。そのなかで、不幸な生を救済するも
のとして、現世的な時間を切断する超越的な
時間性としての終末が志向されてきた。本研
究では、そうした宗教思想（特に近代西欧の
神義論と、現代宗教哲学における神義論）を
考察対象に含め、不幸な生の考察を行うとと
もに、現在に特化しがちな幸福の時間概念そ
れ自体の捉え直しを行った。 
 
４．研究成果 
(1)３グループごとに、それぞれ以下のよう
な研究成果が得られた（また、その成果は各
グループ所属のメンバーの論文・著書などと
して公刊されている）。 
 
(2)西欧・東洋の近代思想史研究においては、
近代に幸福概念の世俗化が進むとともに、そ
の幸福概念をもとにした道徳・倫理の構築が
図られてきたという、幸福概念の道徳化の経
緯が明らかになった。ここから、従来、幸福
は個人の生にとっての問題であるとされて
きた哲学的・倫理学的見解に修正を迫るよう
な、幸福概念の社会的効用という視角を示す
ことができた。 
 
(3)日本および西洋の近現代倫理思想・政治
思想研究においては、恋愛や家族という親密
圏、社会という公共圏の双方において、幸福
が、個人を超えた世代や家、持続する社会な
ど、過去や将来にまたがる時間性と不可分に
捉えられてきたという、従来の幸福論では強
調されてこなかった一面が明らかになった。
幸福の哲学では、個人の人生に対する満足と
いう意味で、個人内での時間性への注目がな
されることは一般的であったが、個人を超え
る時間性概念が幸福概念を考えるうえで無
視しえないことが明らかになったことは、貴
重な成果であると思われる。 
 
(4)宗教思想研究においては、幸福論が出来
する源泉の一つが、不幸という実存的体験に
あることが確認されると同時に、そこから生
じる幸福論が、世界全体の善さを問うような
形而上学や、将来における救済を問うような
時間論など、実存と世界との結びつきを切実
に問い結びつける理路が求められることが
明らかになった。それとともに、宗教思想の



観点から幸福論を問うことは、同時に、不幸
に死んでいった死者たちを思惟する試みと
も不可分であり、私たちの生を、死者という
観点からとらえ直す試みでもあるという、独
特な倫理性と時間性を有していることが明
らかになったことは、際立った成果であると
思われる。 
 
(5)以上の３グループそれぞれの研究成果を
総合することによって、本研究では、幸福概
念を思想史的・文化史的な重層性をふまえて
考え直すことによって、幸福概念が、第一に、
個人の主観的な幸福感には限定されない社
会性・集団性を有した倫理的地平において考
察されるべきものであることと、第二に、そ
の幸福は、個人の次元を超えた社会的時間性
や、ひいては形而上学的な世界の時間性にま
で及ぶような多層的な時間論のなかで考え
られるべき余地があることが明らかになっ
た。以上の成果は、近年の社会心理学的な幸
福論を補完し修正しうる意味を有している
と思われる。 
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